
仕様書

1. 件 名：魚類の収集と前処理および測定方法の文献調査

2. 数量： l式

3. 目 的：経済産業省資源エネルギ ー庁からの受託研究「地層処分安全評価確証技術開発（核種移行

総合評価技術開発）」を進める上で必要な、 環境移行パラメータである魚類の濃縮係数取得のため、

試料の調達と前処理を行うとともに、河口域（沿岸海域）における環境試料 （海水•海底土•海産物） の元

素分析に係る測定方法に関する文献調査を行う。

4. 履行期限：令和 8 年 1 月 3 0 日

5. 納入場所：千葉県千葉市稲毛区穴川4-9-1国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構放射線医

学研究所計測・線量評価部生活圏環境移行研究グルー プ

6. 作業内容：作業の内容を以下に示す。 作業の詳しい内容については当機構担当者と請負者側の責任

者とで打ち合わせの上実施するものとする。

(1)魚類の収集と前処理

海産魚類を調達し、部位別（筋肉部、アラ部等）に分別、乾燥、粉砕を行い容器又は袋に充填し納

品する。内蔵は冷凍保管する。また、各工程での重量等の記録と処理記録（写真等）を取り纏め報告

する。

① 1つの地域で代表的な魚類を10種類(10試料） 、それぞれ1kg以上を調達する。

※調達地域は福岡県1地域を想定。状況に応じ、打ち合わせの上、九州北部から山陰地方周辺

の代替域に変更することもある。

② 魚類毎の重量、体長等を測定し記録する。

③ 筋肉部（可食部）、アラ部及び内臓に分別、重量を測定し記録する。

④ 筋肉部とアラ部を真空凍結乾燥機で乾燥後、重量変化が無い事を確認、記録する。 内蔵は

冷凍保管する。

⑤ 乾燥試料を実験用粉砕機で粉砕、重量を測定し記録する。

※ 乾燥粉砕後の試料量は100g以上を確保すること。

⑥ 乾燥粉砕試料を容器又は袋に充填、重量を測定し記録し、送付までの間、冷蔵保管する。

⑦ 試料処理記録には、工程②～⑦の重量等と適宜撮影した写真を付し取り纏める。

(2)元素及び核種分析に係る測定方法の文献調査

沿岸海域における環境試料（海水•海底土•海産物）中の元素及び核種分析に係る測定方法の文

献資料等を収集・調査し、測定方法に関する利点及び欠点等を抽出し取り纏め報告する。

① 測定方法に関する文献資料の収集・調査

文献例：放射能測定法シリ ーズ、学術論文や技術報告書、他

② 取り纏め、報告書作成、報告等




